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大
久
保
山
遺
跡
浅あ

ざ

見み

山や
ま

Ⅰ
地
区

の
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
前

期
（
４
世
紀
）
の
方ほ

う
け
い形
周し

ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

と

い
わ
れ
る
墳
墓
の
跡
が
多
数
発
見

さ
れ
、
本
庄
市
域
に
お
け
る
地
域

社
会
の
発
展
の
過
程
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
関
東

ロ
ー
ム
層
と
い
わ
れ
る
赤
土
の
中

か
ら
お
よ
そ
２
万
年
前
に
さ
か
の

ぼ
る
と
推
定
さ
れ
る
旧
石
器
時
代

（
岩
宿
時
代
）の
石
器
や
石
器
を
作

っ
た
黒
曜
石
な
ど
が
数
多
く
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
掘
は
、
旧
石
器
時
代
の

本
格
的
な
発
掘
調
査
と
し
て
は
市

内
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代

に
お
よ
ぶ
遺
構
や
遺
物
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
①
〜

大
久
保
山
遺
跡
浅
見
山
Ⅰ
地
区

（
西
富
田
）
〜

▲多数の方形周溝墓（四角い形の墳墓）が発見された大久保山遺跡
浅見山Ⅰ地区。右に見えるのが上越新幹線本庄早稲田駅、左に見え
る建物が早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター。

市では、遺跡などの埋蔵文化財について、土器等の市では、遺跡などの埋蔵文化財について、土器等の
遺物や住居跡などの遺構を発掘調査し、記録として遺物や住居跡などの遺構を発掘調査し、記録として
保存しています。近年の発掘調査によって、本庄市保存しています。近年の発掘調査によって、本庄市
の歴史を考えるうえで重要な数多くの発見がありまの歴史を考えるうえで重要な数多くの発見がありま
したので、その成果の概要について紹介します。したので、その成果の概要について紹介します。
（写真は宮内上ノ原遺跡での発掘作業の様子）（写真は宮内上ノ原遺跡での発掘作業の様子）

近年の文化財調査の成果近年の文化財調査の成果

～発掘調査等の新発見～～発掘調査等の新発見～
をお知らせしますをお知らせします
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上
越
新
幹
線
本
庄
早
稲
田
駅
周

辺
に
あ
る
久く

下げ

東ひ
が
し

遺
跡
で
は
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
竪
穴
式

住
居
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
（
左

写
真
参
照
）、当
時
こ
の
地
に
古
代

の
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
国
時

代
に
本
庄
城
を
築
い
た
と
さ
れ
る

「
本
庄
氏
」
の
一
族
に
関
わ
る
居

宅
と
推
定
さ
れ
る
屋
敷
跡
の
一
部

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
間
の
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
も
、
開

発
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
宮
内
上う

え
のノ
原は

ら

遺
跡
（
児

玉
町
宮
内
）
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
建
設
に
先
立
っ
て
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
、
縄

文
時
代
前
期
の
竪
穴
式
住
居
跡
が

発
見
さ
れ
、
大
規
模
な
集
落
跡
の

広
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
将し

ょ
う
げ
ん監
塚づ

か

遺
跡

（
共
栄
）
で
は
、
工

場
建
設
に
先
立
っ
て

発
掘
調
査
を
実
施
し
、

古
墳
時
代
か
ら
平
安

時
代
の
集
落
跡
の
発

見
な
ど
、
多
く
の
成

果
を
挙
げ
ま
し
た
。

小
島
本ほ

ん
で
ん伝
遺
跡
（
小

島
）
は
、
個
人
住
宅

建
設
に
先
立
っ
て
発

掘
調
査
を
実
施
し
た

も
の
で
、
古
墳
時
代

の
集
落
跡
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
発
掘

調
査
以
外
で
も
、
八は

ち

幡ま
ん

神
社
（
児
玉
町
児

玉
）
で
は
、
社
務
所

等
の
解
体
・
新
築
工

事
に
伴
っ
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
っ

て
、
市
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る

「
八
幡
神
社
能の

う
が
く
で
ん

楽
殿
」
の
「
橋
が

か
り
」
と
呼
ば
れ
る
廊
下
部
分
と

社
務
所
の
床
下
か
ら
、
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
前
期
ご
ろ
と
思
わ

れ
る
建
物
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
跡
は
、
八
幡
神
社
の
別

当
寺
（
神
社
に
付
属
し
て
お
か
れ

て
い
た
寺
の
こ
と
）で
あ
っ
た「
大だ

い

善ぜ
ん
い
ん院
」
と
い
う
寺
の
跡
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
江
戸
時
代

中
期
に
相
次
い
で
建
立
さ
れ
た
現

在
の
八
幡
神
社
社
殿
お
よ
び
青
銅

鳥と
り

居い

（
県
指
定
有
形
文
化
財
）
や

随ず
い
じ
ん
も
ん

身
門
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

の
建
設
に
先
立
っ
て
建
て
ら
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現

在
の
八
幡
神
社
の
鳥
居
か
ら
社
殿

ま
で
の
参
道
が
途
中
で
曲
が
っ
て

い
る
の
は
、
こ
の
建
物
を
避
け
て

他
の
建
物
を
配
置
し
た
た
め
、
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
埋
蔵
文
化
財
や
有
形

文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財

の
調
査
に
よ
っ
て
、
本
庄
市
の
歴

史
が
次
々
と
、
よ
り
具
体
的
に
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
学

校
教
育
や
社
会
教
育
あ
る
い
は
生

涯
学
習
の
資
料
と
し
て
役
立
て
て

い
く
と
と
も
に
、
将
来
は
み
な
さ

ん
に
「
新
し
い
本
庄
市
の
歴
史
」

と
し
て
紹
介
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

工
場
や
住
宅
な
ど
の
建
設
に
先

立
つ
発
掘
調
査

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
②
〜

久
下
東
遺
跡
（
北
堀
）
〜

文
化
財
や
発
掘
調
査
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先

★
文
化
財
保
護
課
☎
㉕
１
１
８
５

▲北泉小学校の児童や市民のみなさん
が参加した現地見学会（久下東遺跡）

▲八幡神社（児玉町児玉）で発見された「大善院」と推定される建物跡。大善院が
廃絶した跡に能楽殿が、その後社務所が建設されたと考えられます。
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